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第３章 立地適正化に関する方針 

3-1 まちづくりの方針及び誘導方針 
 
 
 

 
第６次東浦町総合計画の『将来の東浦町の姿』及び都市計画マスタープラン『将来都市像』『都市づくりの目

標』『将来都市構造』の実現に向け、前章で整理した都市構造上の課題に対応したまちづくりの方針（ねらい）

及び誘導方針を整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市構造上の課題 

 

まちづくりの方針（ねらい） 

 

鉄道駅や公共施設等に

行きやすい気軽に外出

できるまち 

身近に都市機能が分布

する便利で快適に日常

生活がおくれるまち 

都市計画マスタープラン 

【将来都市像】                         【都市づくりの目標】 

 

 

 

 

 

 

 

第６次東浦町総合計画【将来の東浦町の姿】 

誘導方針 

 

❶多様な連携による集約型都市構造の充実 

➋誰もが住みたいと思う快適な生活環境の維持・形

成 

➌誰もが使いやすく快適な交通体系の整備 

➍地域資源を活用した産業の進行 

➎自然（緑・水）と共生する生活環境づくり 

【都市機能】 

●都市拠点に位置付けられた緒川駅周辺は広域からの利用が想定される機能をはじめとする都市機能の集積を図ります。 

●都市拠点や地域生活拠点に位置付けられた鉄道駅周辺を中心に幹線道路の立地ポテンシャルを活かしながら、生活に必要な都市

機能の維持・充実を図ります。 

【居住】 

●鉄道駅からの徒歩圏を中心とした駅周辺市街地では、生活に必要な都市

機能が身近に揃う便利な暮らしを求める若年世代から高齢者等の多様な

世代の居住を誘導します。 

●駅周辺市街地のうち、鉄道駅に近接した旧市街地では、古民家をはじめと

する空き家の活用等により、公共交通の利便性を活かした住民等の居住を

誘導します。 

●土地区画整理事業等により良好な都市基盤が整備された一団住宅地や

住宅検討地では、ゆとりある住まいや自家用車を主な移動手段とする若

年・ファミリー世代の居住を誘導します。 

■居住誘導のイメージ（当面 10 年） 

【防災】 

●都市機能や居住機能を自然災害に対する安全性を考慮して立地誘導を検討します。 

●懸念される自然災害に対して総合的な防災、減災対策を実施し、災害リスクの回避及び低減を図ります。 

 

【公共交通（地域公共交通網形成計画：基本方針）】 

●JR 緒川駅を交通結節拠点とした中心市街地の形成と、そこに町内各地の居住地域から公共交通で行き来することができる交通体系

の構築を目指します。 

●近隣市町とも連携し、乗り継ぎの確保や広域路線を検討するなど公共交通のさらなる利便性の向上を目指します。 

●公共交通網の町内外の交流を促進する幹線交通とそれに連絡する支線交通について、地域や路線の特性に応じた交通サービスを

選択し、それらを結節させ組み合わせ、くらしの足を確保し、住民の QOL を保証します。 

課題 1 
これまでに形成してきた鉄
道周辺に南北に延びるコン
パクトな市街地を基本とし
た都市構造を今後も形成し
ていくことが必要 

課題 2 
人口減少や高齢化が進む中
では、市街地に子育て世代
をはじめとする居住の誘導
を促進する良好な市街地環
境の形成が必要 

課題 3 
市街地が東西に分かれてい
ることやベッドタウンとし
ての性格が強い本町の特性
を踏まえて町内各地や他都
市との連携を維持・充実す
ることが必要 

課題 4 
洪水、高潮、津波、液状化
等の本町で懸念される災害
に対する安全性の向上を図
ることが必要 

課題 5 
公共施設の老朽化や高齢化
の進行等による歳出の増加
が今後予想され、効率的な
行財政運営が必要 

安心して住み続けられ

るまちづくり 

資料 C 


